
 

 

2013201320132013 年度スタジオ課題年度スタジオ課題年度スタジオ課題年度スタジオ課題【西出・大月＋羽藤（社基）・窪田（都市工）・本田（新領域）】 

 

福祉居住施設の計画を被災都市の復興の中で考える福祉居住施設の計画を被災都市の復興の中で考える福祉居住施設の計画を被災都市の復興の中で考える福祉居住施設の計画を被災都市の復興の中で考える    

■概要：■概要：■概要：■概要：社会基盤、都市工学、建築を中心として「復興デザイン研究体」という研究組織が立ち

上がろうとしております。これは、建設系の専門分野が連携し合い、災害復興に向けての事前訓

練を、研究レベル、実践レベル、教育レベルで遂行しようというプログラムです。    

今回のスタジオ課題は、この「復興デザイン研究体」の活動と連携しながら、岩手県陸前高田

市内で、ある社会福祉法人が所有する土地をどのように利用すれば、今後の同市の居住福祉やま

ち全体の復興に寄与できるのかについての提案を行うプログラムです。 

ここで要請されるのは、単に敷地条件や事業主体の都合だけを考慮に入れた建築単体の計画で

はなく、市全体のインフラ、基幹サービス、都市機能の再配置計画といった、まち全体の復興計

画のありかたを同時に考えながら、こうした地域レベル・都市レベルの計画論と呼応した計画で

す。そのために、スタジオの前半は、社会基盤的、都市工学的な地域・都市レベルの計画条件の

学修を主とし、後半にそれを実現するための建築プログラム、地域サービスプログラムのデザイ

ンを行ってもらいます。 

■指導体制■指導体制■指導体制■指導体制    

建築領域：西出和彦、大月敏雄、岡本和彦、冨安亮輔、西野亜希子、SALHAUS、ほか 

都市工学領域：窪田亜矢、ほか 

社会基盤領域：羽藤、本田利器、ほか 

■履修について■履修について■履修について■履修について    

・本課題は、建築、都市工、社会基盤の各専攻の修士の学生修士の学生修士の学生修士の学生を対象とした課題なので、分野横断

的なチームを組んで取り組んでもらいます。 

・現地見学等の都合により、人数制限をする場合がありますので、予めご了承ください。建築か

らは、計 6 名程度を最大限としたいと思います。 

■日程（■日程（■日程（■日程（予定予定予定予定））））    

※原則毎週火曜日 13：00 から 17：00 頃まで（エスキスが長くなることもあります） 

※日程は、進捗状況に応じて柔軟に変わっていきます。 

＜前半：陸前高田の復興計画への提案と、建築プログラムの前提条件の確定＞＜前半：陸前高田の復興計画への提案と、建築プログラムの前提条件の確定＞＜前半：陸前高田の復興計画への提案と、建築プログラムの前提条件の確定＞＜前半：陸前高田の復興計画への提案と、建築プログラムの前提条件の確定＞    

4 月 9 日（火） スタジオ課題ガイダンス（大学院：14 時半から 16 時まで） 



 

 

※この日は建築全体のガイダンス。（大月、西出、岡本対応） 

4 月 10 日（水）スタジオ登録〆切（定員オーバーの時は面接します） 

       登録者が決まったら、メイルにて、16 日までの（軽い）宿題を出します。 

4 月 16 日（火） スタジオ前①スタジオ前①スタジオ前①スタジオ前①（（（（ガイダンスガイダンスガイダンスガイダンス、自己紹介、班分け）、自己紹介、班分け）、自己紹介、班分け）、自己紹介、班分け） 

講義①講義①講義①講義①「都市の復興と建築の復興」（大月）1h 

講義②講義②講義②講義②「陸前高田氏の復興計画について」（羽藤）1h 

4 月 23 日（火） スタジオ前②スタジオ前②スタジオ前②スタジオ前②（現地の復興（現地の復興（現地の復興（現地の復興都市都市都市都市計画を考える）計画を考える）計画を考える）計画を考える） 

講義③講義③講義③講義③「復興計画における歴史と文化」（窪田）1h 

講義④講義④講義④講義④「被災地におけるインフラの復興とその持続性」（本田）1h 

エスキス①エスキス①エスキス①エスキス①提案の方向性の確認 

5 月 30 日（火） 現場①現場①現場①現場①（復興住宅の（復興住宅の（復興住宅の（復興住宅の 90909090 年後を見てみる）年後を見てみる）年後を見てみる）年後を見てみる）    

 現地調査等（戦災復興住宅である同潤会同潤会同潤会同潤会上野下上野下上野下上野下アパート調査アパート調査アパート調査アパート調査）（予定） 

5 月 7 日（火） 月曜講義につき休講 

5 月 14 日（火） スタジオ前スタジオ前スタジオ前スタジオ前③③③③（福祉をめぐる広域プログラム）（福祉をめぐる広域プログラム）（福祉をめぐる広域プログラム）（福祉をめぐる広域プログラム） 

講義⑤講義⑤講義⑤講義⑤「広域医療福祉計画について」（岡本）1h 

講義⑥講義⑥講義⑥講義⑥「被災地における社会福祉法人の活動」（冨安）1h 

エスキス②エスキス②エスキス②エスキス② 提案の方向性、現地で何を見るか（5/16.17.18 に向けての宿題発表） 

<<<<まだ予定まだ予定まだ予定まだ予定>>>>5 月 16（木）~5 月 18（土）現場⑤現場⑤現場⑤現場⑤（現場の状況から学び発想する）（現場の状況から学び発想する）（現場の状況から学び発想する）（現場の状況から学び発想する） 

 陸前高田現地調査 

 講義⑦講義⑦講義⑦講義⑦「復興中学校のデザイン」（SALHAUS）1h 

 ※※※※旅費のうち、新幹線代、レンタカー代は支援予定（宿泊、食費のみ負担の可能性有）旅費のうち、新幹線代、レンタカー代は支援予定（宿泊、食費のみ負担の可能性有）旅費のうち、新幹線代、レンタカー代は支援予定（宿泊、食費のみ負担の可能性有）旅費のうち、新幹線代、レンタカー代は支援予定（宿泊、食費のみ負担の可能性有）    

5 月 21 日（火） スタジオ前スタジオ前スタジオ前スタジオ前④（④（④（④（中間発表への確認）中間発表への確認）中間発表への確認）中間発表への確認） 

班毎の成果発表（5/28 に向けての宿題発表） 

 エスキス③エスキス③エスキス③エスキス③ 都市レベルの提案の方向性 

5 月 28 日（火） 中間講評会中間講評会中間講評会中間講評会（（（（新たな復興計画における本事例の新たな復興計画における本事例の新たな復興計画における本事例の新たな復興計画における本事例の位置づけと役割の方向性）位置づけと役割の方向性）位置づけと役割の方向性）位置づけと役割の方向性） 



 

 

 ※建築学専攻全体での発表 

＜後半：陸前高田市復興計画に対応した建築計画・デザイン＞＜後半：陸前高田市復興計画に対応した建築計画・デザイン＞＜後半：陸前高田市復興計画に対応した建築計画・デザイン＞＜後半：陸前高田市復興計画に対応した建築計画・デザイン＞    

6 月 4 日（火） スタジオ後①スタジオ後①スタジオ後①スタジオ後①（（（（建築プログラムの建築プログラムの建築プログラムの建築プログラムの考え方）考え方）考え方）考え方） 

講義⑦講義⑦講義⑦講義⑦「福祉居住施設の計画について」（西野） 

 講義⑧講義⑧講義⑧講義⑧「陸前高田市における教育施設計画」（SALHAUS） 

 エスキス④エスキス④エスキス④エスキス④建築レベルの提案の方向性 

6 月 11 日（火）スタジオ後②スタジオ後②スタジオ後②スタジオ後②（（（（建建建建築プログラムの確認築プログラムの確認築プログラムの確認築プログラムの確認）））） 

エスキスエスキスエスキスエスキス⑤⑤⑤⑤建築計画の詰め 

6 月 18 日（火）スタジオ後③スタジオ後③スタジオ後③スタジオ後③（（（（建築プログラムと都市との整合建築プログラムと都市との整合建築プログラムと都市との整合建築プログラムと都市との整合）））） 

エスキスエスキスエスキスエスキス⑥⑥⑥⑥都市レベルの提案に対して建築レベルでどうこたえるか 

6 月 25 日（火）スタジオ後④スタジオ後④スタジオ後④スタジオ後④（（（（発表内容確認発表内容確認発表内容確認発表内容確認））））    

エスキス⑦エスキス⑦エスキス⑦エスキス⑦都市レベル・建築レベルの計画の整合性 

7 月 2 日（火） ポスターセッションポスターセッションポスターセッションポスターセッション    

※建築全体で一定時間ポスターを掲示して随時説明    

7 月 9 日（火） 講評会講評会講評会講評会    

    ※ポスターセッションで特典の高かった作品を発表 

※その後、また現地で発表会を行うかもしれません。状況に応じて開催予定です。 


